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算数科 学習指導案（４年）

平成２７年９月２日（水）第３限 指導者 片山 晴夫

１ 単元名 分 数

２ 単元目標

・分数で表すよさや単位分数のいくつ分で考えるよさに気づき，進んで１より大きい分数の

表し方を考えたり，仮分数や帯分数の計算の仕方を考えたりしようとする。

・１より大きい分数の表し方いついて，単位分数をもとに説明したり，加法・減法について

説明したりすることができるとともに数直線上から等しい分数を見つけることができる。

・同分母分数の加法や減法が正しくできるとともに，仮分数を帯分数に，帯分数を仮分数に

直すことができる。

・仮分数や帯分数の意味を理解したり，表し方が違っても大きさが等しい分数があることに

気づいたりして分数の理解を深める。

３ 指導計画

第１時 １より大きい分数の意味と表し方（量）････（本時）

第２時 仮分数・帯分数の意味理解（数）

第３時 仮分数を帯分数に，帯分数を仮分数に変換

第４・５時 分数のたし算とひき算

第６時 等しい分数

第７時 たしかめ

４ 指導上の立場

（１）単元のねらいと系統性

子どもたちは２年生でテープを半分に折ったりさらに半分に折ったりするなどして，基準量

の半分を１／２，半分の半分を１／４，さらにその半分を１／８という程度分数の大きさや表

し方について学習している。そして３年生では，はしたを表す数量として分数をとらえるとこ

ろから導入し，３／４は１／４の３つ分というように「単位のいくつ分」という考えで真分数

の意味や大きさについて学習してきている。また，簡単な場合（８／６程度）の１を越える分

数については触れる程度の状況である。そこで本単元では，「単位分数のいくつ分」の考えをも

とに１を越える分数（仮分数や帯分数）に表したり，相互変換をしたり，仮分数や帯分数の混

じった加法，減法をしたりしていくことや，大きさが等しく表し方の違う分数を見付けること

を通して分数についての理解を深めることにねらいがある。

（２）児童の実態 （省略）

（３）本時の指導のポイント

○課題把握をしやすくするための工夫

・①ブロックを使ったじゃんけんゲームをし得点が分数になることに気づかせる。②一人▲５こは

５／６点であることの確認をする。③問題と合せてブロック▲７こを提示し，「得点をブロッ

クや図を使かって表せそうか？」と問いかけてから本時のめあてを決める。

○自分の考えをもちやすくするための工夫

・別紙のようなワークシートにを書き込んだり，ブロックを並べたりして，何点になるかを考え

る活動にする。

○考えを伝えやすくするための工夫

・話し合う際には，（７／６点）か（１点と１／６点）という得点から聞くようにし，なぜ

（７／６点）といえるのか（１点と１／６点）といえるのかを一つ一つ取り上げ，図やブロックを

と１／６や１を結びつけながら説明させるようにする。

○考えを確かにするための工夫

・１より大きい分数の表し方が分かったところで，①▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲，②▲▲▲▲▲▲▲▲

▲▲▲▲▲，③六角形の１／３に当たる◇５こ分を取り上げ，それぞれ何点かを考えさせるように

し，１より大きい分数の２とおりの表し方を確かにする。
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５ 本時の展開 （４年 教室）

本 じゃんけんでブロック▲を取り合うゲームをし，何点になるかを考える中で，▲が

時 １／６点であることをもとに，例えば▲７つ分で７／６点と考えたり，（１点と１／

目 ６点）と考えたりなどして１を越える分数は単位分数のいくつ分で考えればよいこ

標 とや整数と分数で表せばよいことが分かる。

学習活動 教 師 の 支 援 備 考

１問題を知り， ・▲６つでできる正六角形を１点とした場合，正三角形▲ ・▲ブロック６

本時の課題 １こで何点といえばよいかを「正六角形の６等分」を理由 こ，六角形ブロ

をつかむ。 に１／６点であることや，４つで４／６点であることを， ック１こを各自

１／６点をもとに説明させておくようにする。こうするこ に持たせてお

とで，分数は単位分数のいくつ分でその大きさを表すこと く。

を想起しやすくするとともに１を越える分数の意味をとら

えやすくする。

・一人▲を５こ（５／６点）を持って，２分間ブロックじ

ゃんけんゲームをし，隣同士で互いに何点かを言い表すよ

うにし問題場面を把握しやすくする。

問題

ブロックじゃんけんゲームをして，太郎君は▲▲▲▲▲▲▲でした。

太郎君は，何点といえばよいでしょう。

・▲のブロックや図を使って何点になるか表せそうかと問

いかけ，本時のめあてを次のように決める。

めあて

ブロックや図を使って，何点になるか表そう

２ブロックを並 ○別紙のようなワークシートを使ったり，ブロックを並べ ・ワークシート

べたりブロッ たりして，何点になるかを考える活動にする。こうするこ と▲５こを各自

ク図にかき加 とで，▲▲▲▲▲▲▲を ▲▲▲▲▲▲▲ として１／６点 に配付する。

えをしたりし １／６ が７こ

て何点になる が７こで７／６点考えたり，▲▲▲▲▲▲ ⇒六角形＋▲ ○１／６の７こ分

かを考える。 として１点と１／６点と考えたりしやすくし，１より大き と考えた記述があ

い分数の意味をとらえやすくする。 る。

・何点と言っていいかわからないでいる子どもに対しては ○１と１／６とい

「▲１こは何点？それが何こある？」などと問いかけ， うように整数と分

１／６のいくつ分で点数を言い表させるようにする。 数に分けて考えた

３何点になるか ○話し合う際には，（７／６点）か（１点と１／６点）とい 記述がある。

を話し合う。 う得点から聞くようにし，なぜ（７／６点）といえるのか（１

点と１／６点）といえるのかを一つ一つ取り上げ，図やブロ

ックをと１／６や１を結びつけながら説明させるようにす

る。こうすることで，１／６のいくつ分で表せば１より大き

い分数が表せることや１と分数を使えばで１より大きい分数

を表すことを確かめやすくする。

４１より大きい ○１より大きい分数の表し方が分かったところで， ◎①②③を２通り

分数の表し方 ①▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲，②▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲は の表し方で説明し

を確かめる。 ③六角形の１／３に当たる◇５こ分は，それぞれ何点かを考 たり，記述したり

えさせるようにし，１より大きい分数の２とおりの表し方を している。

確かにする。

５本時のまとめ 本時の学習を板書で振り返り，１より大きい分数は「もとに

をする。 なる分数のいくつ分で表せばよい」ことと「整数と分数に分

けて表せばよい」ことを子どもの言葉でまとめるようにする。
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【別紙】 ４年 算数 ワークシート

名前（ ）

問 題

ブロックじゃんけんゲームをして，太郎君は▲▲▲▲▲▲▲でした。

〔図での表し方〕

▲▲▲▲▲▲▲

〔ブロックを並べての表し方〕

〔今日の学習で分かったこと〕


